

















調査対象は，2016 年 10 月に本学総合生活デザイン学科（生活創造コース）2 年次生 69 名（全
員女子）を対象に，無記名自記式アンケート調査を行い，調査の趣旨を説明して調査の同意が得ら
れた 63 名の回答を得た。（有効回収率 91.3％）
2．調査内容





※調査は，小学校家庭科学習指導要領の A・B・C・D の 4 領域に対応するため，中学校家庭科
学習指導要領の「保育」の領域の質問は除いた。
女子学生の中学家庭科の学習定着度の考察
Consideration of the degree of learning settlement of


































































































 1） 2016 学生便覧，比治山大学短期大学部，pp．30
 2） 森田清美：中学校教諭二種（家庭）の学修の一考察―教職課程「教科に関する科目」の指導の
視点から，比治山大学短期学部研究紀要第 50 号，pp．1 － 9（2015）
 3） 日本家庭科教育学会「家庭科で育つ子どもたちの力―家庭生活についての全国調査から―」明
治図書（2005）
 4） 文部科学省：中学校学習指導要領解説「家庭科編」，pp．38 － 40，教育図書，東京（2010）
 5） 大森桂，高木直：家庭科食生活に関する知識の定着度，日本家庭科教育学会要旨集，pp．56
（2013）
 6） 田中志保，内田恵美子：家庭科学習の定着度，奈良教育大学実践総合センター研究紀要第 19 号，
pp．53 － 59（2010）
